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 高線量場でのガンマ線計測を目指し、極小有感体積(0.5 mm  0.5 mm  1.8 mm)の臭化タリウム

(TlBr)検出器の製作を行った。名古屋大学コバルト 60照射室にて、製作した検出器に 11 mSv/hのガン

マ線を照射したところ、高線量場においても計測が可能なことを確認した。 
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1. はじめに 

臭化タリウム(TlBr)は高原子番号の元素（Tl: 81, Br: 35）から構成され、かつ高密度（7.56 g/cm3）である。

そのため、一般的な半導体放射線検出器の材料である CdTe や Ge より、ガンマ線の吸収効率が高い。また、

極小有感体積の検出器にすることで、検出器へ入射するガンマ線の数を減らすことができ、高線量場におい

てもガンマ線計測を行える可能性がある。そこで本研究では、2018年の春の年会での発表時(2H08)より、さ

らに極小体積の検出器を製作し、名古屋大学コバルト 60照射室にて、ガンマ線照射実験を行った。 

2. 極小有感体積 TlBr検出器の製作と評価 

 TlBr検出器の製作は TlBr 結晶の育成、切断、研磨、電極の蒸着、基板への設置の

順で行った。Fig.1 は製作した TlBr 検出器である。検出器の有感部サイズは 0.5 mm 

 0.5 mm  1.8 mmである。陽極は 1ピクセル、ガードリングを有し、陰極は平板

電極である。電極材料には Tl を使用している。製作した TlBr 検出器の 60Co のガ

ンマ線に対する吸収エネルギーを PHITS により計算した結果を Fig.2 に示す。製

作した極小 TlBr検出器を用いて、名古屋大学コバルト 60照射室にて 11 mSv/h の

ガンマ線照射実験を行った。Fig.3はアノードより得られたスペクトルである。スペ

クトル計測は行えたが、60Co のピークは得られなかった。原因としては、60Coのガ

ンマ線のエネルギーが高いことと散乱線の影響が考えられる。今後は、さらに極小体積の TlBr検出器の製作

と 137Csを用いた検出器の評価を行う予定である。 
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Fig.1 製作した 
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Fig.2 PHITSの計算結果 Fig.3 アノードスペクトル 
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